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資料№３ 

優良事業場、功労者表彰の受賞者の概要 

 

茨城労働局長 

１ 優良賞 

〇 事業場 三井
み つ い

住友
すみとも

・岡部
お か べ

・日興
にっこう

特定
とくてい

建設
けんせつ

工事
こ う じ

共同
きょうどう

企業体
きぎょうたい

  

（仮称）北沢トンネル本体工事（その２） 

所在地 茨城県常陸太田市折橋地内 

業 種 土木工事業 

 ［受賞のポイント］ 

事業場は、茨城県発注のずい道建設工事現場である。常陸太田市内の里見地区

と水府地区間を結ぶ、国道 461 号線の拡幅整備事業の一部である。トンネル延長

は 770 メートル。工期は平成 30 年６月 19 日から令和２年８月 31 日で、延べ労働

者数は 18,004 名。 

工事着工以来、竣工まで全工期を通じて無災害を達成した。 

施工計画段階から労働災害発生の可能性を予測して防止に取り組むリスクアセ

スメントに継続的に取り組んだ。 

下請事業場と一体となって現場の点検を実施したこと、トンネルの掘削で生じ

た残土の運搬作業では災害発生のハザードマップを作製して、毎週更新するなど、

創意工夫、下請を含めた労使の協力により安全衛生活動に積極的に取り組んだ。 

これらの取組の結果として、全工期を無災害で終えたことは、茨城県内で施工

する工事の中で、安全衛生に関する水準が特に良好であり他の模範となる。 

〇 事業場 大陽
たいよう

日
にっ

酸
さん

東関東
ひがしかんとう

株式
かぶしき

会社
がいしゃ

 

所在地 茨城県日立市国分町 3-1-17 

業 種 化学工業 

［受賞のポイント］ 

事業場は、大陽日酸株式会社グループの一企業である。工業・食品・医療用の

圧縮ガスや液化ガス等の製造及び販売、高圧ガス関連の設備設計、製作等を行う。 

平成５年 10 月以来、約 25 年間休業災害ゼロを継続。 

日々の安全衛生管理では、グループ内の事業場や協力会社を含めた安全衛生 

委員会の開催や職場巡視を実施するなど、積極的な安全衛生活動を行う。 

労働災害発生の予見と防止を目的として部署毎にリスクアセスメントの手順書

を作成し、その結果と具体的なリスクの低減措置を事業場全体で共有している。 

また、毎日の朝礼でリスクアセスメント、危険予知活動を実施、作業前に繰り
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返し注意喚起を行う。さらに、新入社員に限ることなく中堅社員にも定期的に  

安全衛生教育を行い、意識向上を図っている。 

これらの取組の結果、平成５年から現在に至るまで無災害を継続中であること

は、安全衛生活動への積極的な取組の成果であり、地域の中で安全衛生に関する

水準が特に良好で他の模範となる。 

〇 事業場 株式
かぶしき

会社
がいしゃ

ヤクルト
や く る と

本社
ほんしゃ

 茨城
いばらき

工場
こうじょう

 

所在地 茨城県猿島郡五霞町川妻 1232-2 

業 種 食料品製造業 

［受賞のポイント］ 

事業場は、ヤクルトの原料液の製造と製品の製造をしている。 

健康を目的とする企業理念から、従業員の健康確保に積極的に取り組んでいる。

日々、管理職を含めた全労働者の時間外労働時間の管理を行い、一定時間を超え

た労働者には全数、産業医又はメンタルヘルス責任者の面談を行う。 

メンタルヘルス対策として、毎年外部講師による講習を実施するとともに、  

定期的に労働者と面談を実施し、個別のメンタルヘルスの把握に努めている。 

独自に「ヤクルト健康 21」という取組期間を設け、従業員の朝食の摂取やウォ

ーキング実施といった健康目標の設定及び達成状況の評価を行っている。2018 年

には、経済産業省が推進する健康経営優良法人認定制度の上位 500 法人である 

「ホワイト 500」の認定を取得した。このほか、年次有給休暇の取得促進、育児休

業取得者復職前懇談会の開催など、労働者の健康保持増進を中心に積極的に取り

組んでいる。 

事業場として、積極的に従業員の健康保持増進を取組、地域の中での安全衛生

に関する水準に特に良好で他の模範となる。 

２ 奨励賞 

〇 事業場 植村
うえむら

工業
こうぎょう

株式
かぶしき

会社
がいしゃ

 竜ケ崎
りゅうがさき

工場
こうじょう

 

所在地 茨城県龍ケ崎市板橋町 393-1 

  業 種 金属製品製造業 

 ［受賞のポイント］ 

事業場は、主に住宅用鉄骨部材の溶接加工、プレス加工等を行う。 

平成 15 年以来、休業災害を発生させていない。社長と所長による安全衛生方針

を明文化し、全従業員に周知を図っている。年間の安全衛生管理計画を策定し、

随時見直しを図っている。安全管理者及び衛生管理者によるチェック表を用いた

職場巡視の実施しているほか、従業員から些細なことでも報告してもらうよう  

「キガカリ報告書」を導入して職場の改善及び意識の向上を図っている。また、
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リスクアセスメント、ＰＤＣＡサイクルを計画的かつ継続的に進めている。 

これらの取組の結果、平成 15 年から現在に至るまで休業災害を発生させてい

ないことは、積極的安全衛生活動の取組の成果であり、地域の中で安全衛生に  

関する水準が良好で他の模範となる。 

３ 功績賞 

〇 氏 名 矢萩
や は ぎ

 篤史
あ つ し

 

現 職 元日本
もとにほん

作業
さぎょう

環境
かんきょう

測定
そくてい

協会
きょうかい

北関東
きたかんとう

支部
し ぶ

茨城
いばらき

分会
ぶんかい

 分
ぶん

会長
かいちょう

 

 ［受賞のポイント］ 

受賞者は、昭和 60 年から作業環境測定機関に勤務し、測定士としての業務の 

傍ら、平成 12 年から日本作業環境測定協会北関東支部事務局長に就任、平成 19

年からは茨城分会副会長を４年間、23 年から６年間は分会長を務め、この間、  

県内作業環境測定士を集めて事例研究発表会、特別講演会を中心的立場で積極的

に開催するなど、茨城県内の作業環境測定士の技術水準向上に大きく貢献した。 

〇 氏 名 氷
ひ

熊
ぐま

 則
のり

明
あき

 

現 職 建設業
けんせつぎょう

労働
ろうどう

災害
さいがい

防止
ぼ う し

協会
きょうかい

茨城県
いばらきけん

支部
し ぶ

鹿島
か し ま

分会
ぶんかい

 安全
あんぜん

専門
せんもん

指導
し ど う

委員長
いいんちょう

 

 ［受賞のポイント］ 

受賞者は、平成 13 年に建設業労働災害防止協会茨城支部鹿島分会の安全専門

指導委員に就任、平成 16 年からは現在まで 16 年間、委員長を務め、鹿嶋労働基

準監督署管内の各建設現場に対し、積極的な安全衛生に係る指導を行っている。

これにより同地域の災害防止に大きく貢献している。 

４ 安全衛生推進賞 

〇 氏 名 小林
こばやし

 義則
よしのり

 

現 職 一般
いっぱん

社団
しゃだん

法人
ほうじん

龍ケ崎
りゅうがさき

労働
ろうどう

基準
きじゅん

協会
きょうかい

 事務
じ む

局 長
きょくちょう

 

 ［受賞のポイント］ 

受賞者は、平成 22 年に龍ケ崎労働基準協会事務局長に就任以降、同協会の安全

衛生部会及び労働問題推進部会の運営、調整、取りまとめを行っている。また、

同協会として安全衛生推進者養成講習、フォークリフト運転技能講習等を行って

おり、事務局長として、龍ヶ崎労働基準監督署管内の安全衛生水準の向上に貢献

している。 


